




























































































































値 は、Loc.1で28.8 ℃ （2014年 7月26日 ） と
－13.3℃ （2014年 2月5日） であり、Loc.2では




































































気温観測結果 （第 1表） をもとにして、月平
均気温5℃以上の月を対象として各年の暖かさ
の指数を求めた （第 2表）。 Loc.1では、60.2℃・
月 （2012年）、60.2℃・月 （2013年）、57.6℃・月
（2014年） となった。また、Loc.2では、51.1℃・




















































































































































































































































































月平均気温 月平均最高気温 月平均最低気温 月平均気温 月平均最高気温 月平均最低気温
2011年 11月 5.1 8.3 1.9
12月 －4.0 －2.1 －5.8
2012年 1月 －7.0 －5.6 －8.4
2月 －7.0 －4.9 －9.1
3月 －2.1 0.5 －4.8
4月 3.4 6.6 0.4
5月 10.1 14.2 6.9
6月 12.9 16.6 10.1
7月 18.6 21.8 16.2
8月 21.1 25.3 17.8
9月 17.7 21.0 15.3
10月 9.8 13.0 7.1
11月 2.5 5.2 0.1 －0.2 2.2 －2.7
12月 －3.7 －1.2 －5.8 －5.9 －3.2 －8.4
2013年 1月 －6.5 －4.7 －8.1 －8.6 －6.4 －10.6
2月 －6.4 －4.0 －8.8 －8.7 －5.7 －11.3
3月 －0.5 3.5 －4.5 －2.7 1.3 －6.9
4月 3.4 7.2 0.1 1.0 4.5 －2.5
5月 10.3 15.2 6.0 8.9 13.0 5.1
6月 14.9 18.4 12.2 14.1 17.6 11.2
7月 18.2 20.5 16.5 16.5 18.5 14.9
8月 20.2 23.5 17.6 17.8 20.6 15.5
9月 15.9 19.3 13.1 14.5 17.8 11.6
10月 10.7 13.7 8.1 9.3 12.5 6.6
11月 2.9 6.3 0.1 －1.1 2.5 －4.3
12月 －2.3 －0.7 －3.7 －5.9 －4.0 －7.7
2014年 1月 －5.4 －3.0 －7.7 －8.9 －6.2 －11.5
2月 －5.7 －3.5 －7.9 －9.4 －7.1 －11.7
3月 －1.6 0.9 －3.7 －5.0 －2.2 －7.7
4月 4.6 8.6 0.9 1.0 5.1 －2.9
5月 11.3 15.7 7.7 8.9 13.4 5.0
6月 15.3 18.4 12.9 13.5 16.9 10.8
7月 18.3 21.3 15.8 16.5 19.2 13.9
8月 19.4 22.7 17.2 17.7 20.6 15.6
9月 13.9 17.8 11.1 12.0 15.7 9.0
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